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重機・農機具の積み降ろし作業時は

「周囲の安全確認」

熱中症に注意

こまめに水分・塩分補給する、暑いときは無理をしない

羅臼 ４人がタイヤショベルにひかれ

１人意識不明

水揚げされたコンブを洗う作業をしていた

２０２０年０８月１３日 １２時５０分

１３日午前１０時４０分ごろ、羅臼町海岸町のオッカバケ漁港で、７０代の男性が運転するタイヤショベルに

男女合わせて４人がひかれたということです。４人は病院に運ばれ、このうち８０代の女性は意識不明の状態だ

ということです。警察によりますと、けがをした４人は水揚げされたコンブを洗う作業をしていた。

工場で作業中 熱中症で48歳男性死亡

最高気温35.4℃の猛暑日

２０２０／８／１２（水） １２：３３

１０日午後４時半頃、千葉県の工場内で作業していた男性から「高所作業中の作業員が倒れていて意識がない状

態」だと１１９番通報がありました。駆け付けた消防隊員が、心肺停止の状態で倒れていた作業員の男性（４８）を

病院に搬送しましたが、死亡が確認されました。工場内で照明関係の配線作業にあたっていたということです。

１０日午後１時半頃、最高気温３５．４℃を観測し、猛暑日となっていました。


